
大項目 目　標

就労支援

立山町民の誇りを
共有

まちなか
『リ・デザイン』

交通弱者が住みやすい
まちなかへ

五百石駅周辺再設計事業

立山町立地適正化計画(令和６年度策定)と立山町都市計画マスタープラン(令和６年度改定)に基づき、「自
然環境と共生する地域の特色を生かしたコンパクトなまちづくり」の実現を目指して地域交流センターや宿泊
施設を一体的に整備するための「民間連携可能性調査」実施
五百石駅を中心とした公共交通ネットワークの構築と、歩行者に優しい道路整備として天満宮から役場敷地
までの県道沿いを再整備設計

このまちで
働きたい

明日を担う世代を
支援

教育ローン等返済応援補助金
就職後に開始となる教育ローンの返済について、７割補助。企業版ふるさと納税寄附企業に就職した場合の
補助率は８割（いずれも補助上限あり）

従業員転入促進奨励・従業員転入応援奨励
本社機能施設等の移転に伴う従業員の転入を奨励。転入した従業員数×10万円を企業に、20万円1人1回
限りを従業員本人に助成

空き店舗活用開業支援補助金
空き店舗を活用した小売業、飲食業、サービス業その他これらに類する事業の出店の際、店舗の修繕や、備
品購入に係る経費の1/3を補助(上限100万円。中心市街地での実施の場合は上限120万円)

立山黒部アルペンルートのブランド力と響きあう起業支援

豊富な水と電力を生かした、ものづくり（製造業が多い）富山県。しかし、ここ立山町では、インバウンドから人
気の「雪の大谷」、「黒部ダム」からなる国際山岳観光地立山黒部アルペンルートがある。この立山ブランドと
響きあう、グローバルビジネスが進行中。株式会社白岩(日本酒「IWA」醸造　2/3が海外に)、ヘルジアンウッド
(レストラン、ハーブ工房、エステ、サウナ等)、モンベル立山ベースキャンプ(キャンプ場、コテージ、物販)等が
立地。これからも、立山ブランドを生かした農業をはじめ、国内外に展開を目指す起業者を支援

共に生きる
優しい町

地域生活支援ポイント
高齢者等がサポートをしてくれた人にお礼としてポイントをお渡しできる。サポートは、除雪やゴミ出し、外出支
援等

1人でもできる社会貢献
ふくフリ（福祉のフリーマーケット）・フードドライブ

ふくフリは、制服、文房具等学用品のほか日用品等を提供いただき、必要な家庭へ安価で提供
フードドライブは、家庭で使い切れていない未使用食品を必要としている方へ寄贈

避難所生活環境の改善
避難所等の資機材を整備。トイレトレーラー、防災コンテナ、自動ラップトイレ、避難所炊き出し備品、スポット
クーラー等

町営バスお得な定期券 町営バス全路線を1,500/月で乗り放題（65歳以上の町民が対象）

地鉄電車・バスの利用促進～お気軽パス～
町内区間の地鉄電車・バスのお得なパスを発行（電車1,700円/月、電車・バス2,200円/月）（64際以上の町民
が対象）

除雪対策「富山県でトップクラス」
47の除雪事業者、233台の除雪機械で万全の体制を維持。「立山町に入ったら、除雪が行き届いている」とよ
く言われます。

このまちで
住みたい

移住・定住促進

定住促進事業補助金
住宅の新築、購入、リフォームをした場合に10万ポイント。県外からの転入者、立山町で就労、三世代同居等
で最大110万円加算

町営住宅等子育て世帯移住定住支援ポイント 子育て世帯の新たな町営住宅入居に対し家賃９割相当ポイント付与

空き家バンク
空き家バンクには常時20～30件登録。空き家バンク登録の所有者と利用者で契約成立の場合、家財道具処
分費用を最大20万円補助

省エネ快適生活
個人住宅向け省エネ設備導入補助金 住宅に太陽光発電設備と高効率給湯器に補助登録事業者を通じて設置した場合、設置費用等に補助

三世代同居省エネ設備切替補助金 三世代同居（近居）世帯向けのエアコンや高効率給湯器への切り替えに対する補助

持続可能な交通環境

地域公共交通計画の策定
町民の足として、立山黒部アルペンルートへの観光客の足としての富山地方鉄道立山線の価値創造
町営バスは維持しながらそのあり方を検討

立山黒部アルペンルートの玄関口“立山駅”周辺整備
立山駅周辺にある町管理の駐車場で協力金をいただく。登山等の長期駐車で立山駅に近い駐車場から満
車となるため、日帰りで楽しみたい年配の方等が遠くの駐車場に駐車せざるを得ない状況を緩和。協力金
は、駅周辺に花々を植える環境整備や活性化事業等に活用

教育環境は県内
トップレベル

教科書を読み解く力（シン読解力）向上
国立情報学研究所　新井紀子教授監修リーディングスキル向上のための教員視察研修を継続。子どもたち
の読解力を向上させる授業を展開

低所得世帯等の子どもを対象とした「オンライン学習支援・
受験等費用補助」

低所得世帯等や不登校児童へのオンライン学習支援。大学受験料や高校・大学等進学に係る模擬試験受
験料の補助

小中学校体育館の空調整備 小中学校６校の体育館空調（冷房）を整備

保育士確保
保育士等就労助成金

新卒もしくは直近の保育園等退職から１年以上経過している方が町内保育園等で保育士等として働く場合に
月３万円を令和11年３月31日まで助成。県外から町内へ移住する方には引っ越し費用等を最大20万円助成

保育士等就労継続支援金 町内保育園等で働く保育士等で町内在住の方に月7,000円、町外在住の方に月5,000円助成

妊娠届出後、妊婦の方に５万円、出産予定日の８週前の日以降 、胎児１人につき５万円

母子手帳アプリ「たてやま親子手帳」
「たてやま親子手帳」アプリを通じ、妊産婦や乳幼児の健診のお知らせ、オンライン面談等、妊娠・出産・子育
てを切れ目なくサポート

子育て短期支援事業　～困ったときの預かり事業～

孫守り報奨金
就労中の父母に代わり祖父母等が孫を保育(孫守り)した場合に、孫守り報奨金を交付。令和５年度から曽祖
父母まで拡充

保護者の疾病や周囲に面倒を見てくれる人がいない等の理由により、家庭でお子さんを養育することが一時
的に困難になった場合に、児童福祉施設でお子さんを預かり、子育て家庭を支援

学校給食費支援
町内の小・中学校に在籍する児童・生徒対象
第３子以降：給食費の2/3補助　第２子：給食費の1/3補助　全員：物価高騰分として１食につき35円

こども医療費助成 ０歳から18歳年度末までの医療費助成（現物支給）

雄山中学校生徒地鉄電車定期券補助～お気軽パス～ ３か月あたり12,300円を助成。「越中泉駅～榎町駅」または「沢中山駅～五百石駅」が対象区間

窓に立山連峰のある生活

たてやま暮らし2025
青い空　こどもが輝く　美しいまち　立山町

　立山町は、3,000m級の山々からなる立山連峰を有し、その恩恵を享受している町です。立山連峰がある風景は生活の一部であり、その豊かな水資源や、観光資源となっている雄大な自然も、常にそこにあるもので
す。しかし、人口減少が顕著となっている現在、立山町で暮らしたい、育てたいと思っていただくために、この唯一無二の日常を今一度、見直し、伝えていかなくてはなりません。安全で安心な質の高い暮らしを実現し、
人々を惹きつける町となるよう展開する施策を公開します。

具体策 内　容

このまちで
育てたい

町の子育て環境の
シンボル

防災児童館複合施設「アカリエ」開館

「こどもホーム(児童館)」は、温かみのある木のしつらえや屋内、屋外にある大型遊具で多くのこどもたちを受
け入れています。積雪時等には多目的ホールにエアー遊具も設置し、天候を問わずこどもたちに遊び場を提
供します。
災害時は、こどもたちが日頃遊び場として親しんでいる同じ場所が、避難所等となります。

新入学児童に「わんパック」（通学用リュック）無償配布
ランドセルよりも軽い「わんパック」。令和８年度の1年生分を配布します。ランドセルと「わんパック」のどちらを
使用するかは自由。令和７年度１年生からは４色から選べます。

立山町総合公園
屋内グラウンド、多目的グラウンド、テニスコート、野球場、ふれあい広場、こぶしの谷、花の丘、とりでの丘の
大型遊具等。大人も子どもも楽しめる施設

パパママの
子育て応援

誕生お祝い事業
妊婦の方に出産準備支援金１万円、2か月児訪問時にお子さん１人につき、「たてポ2万ポイント」と「ベイビー
バック」プレゼント

妊婦のための支援給付事業


